
 

 

セシウム 134、137 の概要 

 

1．起源・用途 

セシウムはアルカリ金属のひとつである。カリウムに類似した代謝を示す

が、カリウムが必須元素であるのに対し、セシウムは必須元素であるという

エビデンスはない。安定形であるセシウム 133（133Cs）は生物圏及び地質圏

に稀にしか存在せず、淡水中に 0.01～1.2 ng/g、海水中に 0.5 ng/g 存在する。 
セシウムは自然界では 133Cs として存在し、主な放射性同位体は 11 種類知

られている。セシウム 134（134Cs）とセシウム 137（137Cs）は半減期が長い。 
137Csは核分裂生成物の主成分のひとつで、安価にかつ大量に得られるので、

γ線源として工業、医療に広く用いられている。 

 
２．元素名、原子記号、同位体質量等 

IUPAC：cesium （セシウムとして） 
CAS No.：7440-46-2（セシウムとして） 
原子記号：Cs（セシウムとして） 
原子量：132.9（セシウムとして） 
同位体質量：134Cs 133.9、137Cs 136.9 
自然界の存在比：133Cs 100％ 

 
３．物理化学的性状 

融点（℃）：28.5 
沸点（℃）：705 
密度（g/cm3）：1.90（20 ℃） 

 
４．放射性崩壊 

137Cs はセシウムの人工放射性核種のひとつである。半減期 30 年の β－放射

体で、半減期 2.55 分の 137mBa（mは準安定の励起状態を意味する）に崩壊す

る。137mBa は 0.662 MeV の γ線を放出して安定な 137Ba となる。人体に取り

込まれた 137Cs の排泄による半減期は 1 歳までは 9 日、9 歳までは 38 日、30
歳までは 70 日、50 歳までは 90 日である。 

134Cs は半減期 2.1 年の β－放射体である。 
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